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1. はじめに
2011 年戸板女子短期大学は、筆者の 1 人であ
る朝月をマーチャンダイザーとして MARIE de 
TOITA ブランドを立ち上げた。このブランドは当
初、授業内で現実のアパレルブランドのブランドビ
ジネスを教えるために考えたものであり、発足にあ
たり実際のアパレルブランド同様にビジョン、ミッ
ションを含めさまざまな設定をした。
MARIE de TOITA ブランドのマーチャンダイ
ザーである朝月は、アパレル企業で 30 年間働き、
そこでの縁から商業演劇の衣裳デザイン・製作も手
掛けるようになり、現在はエンタテインメント業
界にも携わっている。職歴としては、販売から始ま
り、やがて営業責任者となりその後、マーチャンダ
イザーを経てデザイナーとなった。独立して自身が
経営するブランドを立ち上げ、運営しているが、そ
の間さまざまな業界のビジネスパーソンと仕事を含
めた交流をとおして、アパレル時代の視野の狭さを
痛感した。それからはビジネスの現場では、業界を
超えて、分野の「転用」「横断」「融合」を視点の源
においている。
MARIE de TOITA ブランドを象徴するスタイル
をマーメイドラインとした。マーメイドとは人魚
の意味で、マーメイドドレスは身体にぴったりと
フィットして女性特有の美しいラインを誘い出し、
大人の優雅な雰囲気を演出するシルエットである。
われわれが思う理想の美として、この美しいシル
エットを造形してみることにした。
2. バンブードレスのデザイン
筆者の 1 人である朝月は、ファッションデザイ
ナーとなってから一貫してスタイルにこだわってき
た。中でも中世のイメージに憧れを持ち、「歴史ス
タイル」と「現代」の融合をテーマに東京コレクショ
ン（後に JFW コレクション）など多くのコレクショ
ンを発表してきた。
戸板女子短期大学・戸板康二文庫所蔵の「牡丹刷
毛」（松井須磨子著）には、戸板で学んだ松井須磨
子の舞台写真が挿入されている。その中の、舞台「故
郷」マグダ役の松井須磨子衣裳付き写真（写真 1）
を見て、「現代スタイル」としての「マーメイドド
レス」と、「歴史スタイル」としての「松井須磨子
のマグダ」の融合がデザインコンセプトとなった。
造形として形づくられたマーメイドドレスと、装
着可能なバッスルの 2 点を考案し、「バンブードレ
ス」と命名した。それらは単品として現代の衣服に
コーディネイトできるようなデザインとなってい
る。
写真 1
3. 形成されたシルエットの歴史
理想の美の追求のため、造形物を着用して美を表
現した時代があったが、肉体を拘束するその造形物
は、産業の発達と時代の変化とともに服飾史から消
えていった。
「身体の夢」（京都服飾文化研究財団発行）による
と、19 世紀まで女性服の外形は、身体を内部に閉
じ込め、隠された存在にしながら、服を下着＝コル
セットで支配することにより身体のシェイプライン
をはぐくんできたのである。理想の美を実現するた
めコルセットの役目は器具において過剰な忍耐さえ
も強いられる結果となったのである、と記されてい
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る。
ルネサンス期、裁断・縫製技術の向上と共に男女
の衣服は立体的な構造に変化する。女性のドレスは
シルエットをつくるためコルセット（注 1）でウエス
トを絞り、スカート部分にファージンゲールと呼ば
れる下着用の枠を付けた人工的な形態となった。
以降、バロック期（17 世紀）になると、下着の
枠はなくなりペティコートを何枚も重ねてシルエッ
トを作る形態になる。
ロココ期（18 世紀）ドレスのシルエットは、円
錐型から横広がりとなり再び人工的な下着のパニエ
が用いられようになる。
第一帝政期（1804 年から 1815 年）、コルセット
やペティコートをはずし、ハイウエストのエンパイ
アスタイルが流行。
王政復古期（1820 年から 1850 年）、ウエストラ
インは元の位置に戻ったシルエットのロマンティッ
クスタイルが再び流行。
第二帝政期（1850 年から 1879 年）、クリノリン（注 2）
と呼ばれる軽快な下着が開発され、釣り鐘状から大
きな裾広がりのシルエットになる。
19 世紀末（1870 年から 1890 年）、スカートのシ
ルエットはバックにボリュームを持たせたバッスル
スタイルへ変化する。
その後、誇張された大きなシルエットは姿を消し、
コルセットははずされ、自然なボディラインを表現
するシンプルなシルエットとなって行く。
写真 2
4. バンブードレスの製作方法
筆者が思うブランドの価値は、もの作りに対する
情熱と執念を持ったこだわりと、そのブランドが持
つ芸術性だと考えている。
自社開発型（注 3）アパレルメーカーが新商品を開
発する場合、
① マーチャンダイザーが示した方向性を加味しな
がらデザイナーがデザインを考案、デザイン画
を作成する
② デザイナーは同時に使用する生地及び副資材
（ボタン、ファスナーなど）を決める
③ パタンナーが、平面であるデザイン画を立体に
すべく型紙を作成し、それを基にシーチング
（注 4）でトワル（注 5）を作成
④ マーチャンダイザー、デザイナー、パタンナー
でトワルチェックをして修正する
⑤ プロダクトコントローラー（注 6）が、商品化に
あたり縫製工場を決め、同時に生地や副資材な
どを手配し、先あげ商品（サンプル）を 1 点縫
製依頼する
⑥ マーチャンダイザー、デザイナー、パタンナー、
プロダクトコントローラーで先あげサンプル
チェックをして修正する
⑦ プロダクトコントローラーが、修正後のパター
ン（型紙）・生地・副資材など商品縫製に必要
な品を縫製工場に出荷する
⑧ 縫製工場は出来上がった商品をロジスティクス
センターに送り、そこから商品は各店舗に配分
され出荷される
場合によっては、④と⑥の修正はそれぞれ数回行
うが、概ね上記の過程を経て商品は店頭に並ぶ。
バンブードレスの制作における筆者の役割分担で
あるが、マーチャンダイザーとデザイナーを朝月が、
プロダクトコントローラーを久保が、デザイナー補
佐とパタンナー補佐そして縫製のアシストを平光が
担当することとした。
プロダクトコントローラーの主な仕事内容は、「工
程管理」「コスト管理」「品質管理」の 3 つである。
今回の限られた予算のなかで芸術性ある造形物を制
作するうえで、われわれのスキルと人脈を最大限使
用した。
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今回のバンブードレスの原価を考えるに、つまり
商品を製作するために「パターン代」「生地代」「縫
製工賃代」「副資材代（平ゴム、伸び止めテープ、
バイアステープ、ファスナー、鉤ホック、くるみ釦、
接着芯、バストパット）」「加工代（竹）」「プレス代」
「運搬費」が必要となる。
　その中で、構成比率が高いのは「パターン代」「生
地代」「縫製工賃代」であり、筆者の 1 人である平
光にアトリエ・ドラで作業させることによって「パ
ターン代」及び「縫製工賃代」を、筆者の人脈で「生
地代」を抑えた。
　1 つの衣服は、プロフェッショナルな技術を持つ
職人達が作り出した多くのパーツと多くの工程から
成り立っているが、その過程は消費者にはうかがい
知れない。マーチャンダイザーの仕事は出来上がっ
た商品に、携わったプロフェッショナルたちの想い
を吹き込み表現させ、その商品を見た消費者にス
トーリーをイメージさせることである。
5. フープ・コルセットの役割
「身体の夢」（京都服飾文化研究財団発行）による
と、鉄製コルセットの起源は、フランドル、ベネツィ
ア、フランスなどの諸説があるが、現存する例及び
記述が少ないため定かではない。
鉄製コルセットは 16 世紀半ばにベネツィアで着
用され 1547 年の法令で禁止されるほどであった。
他のイタリア都市では、引き続き着用されていたが、
やがて鉄製に代わって布地製コルセットのペプラム
（注 7）として、金属片や木片を入れたものが登場
する。フランス王妃マルグリット・ヴァロアがブリ
キ製コルセットを着用していたと 17 世紀初頭の記
録に残されているが、全体が金属製かどうかは不明
である。また 1609 年のフランス風刺文によると鉄
製コルセットは曲がった背中をまっすぐ伸ばすため
に用いられたとも考えられ、形成用であったという
説も伝えられている。
現存品は世界でも数館が所蔵するのみで極めて希
少な鉄製コルセットは、現在では少女のようなサイ
ズではあるが 400 年前の女性としては、標準的なも
のだったのであろうか、と記されている。
また 19 世紀中期に流行したクリノリンスタイル
のスカートのふくらみは、次第に後ろ腰に移り、
写真 4
写真 3
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1870 年から 1880 年代には、後ろ腰はさらに盛り上
がり、バッスルと呼ばれた。「バッスル型は、当時
極端に後ろ腰だけが突出したシルエットであったた
め、腰の上にティーカップをおくことができる」と
称されている。
当時のコルセットやフープは、馬の毛を布などで
棒状に縫い合わせたものに入れ固く詰めこんだも
の、鯨の髭やボーン（牛の角の粉をかためたもの）
を中心にしたもの、藤の木や蔓を利用しながら編み
上げていくもの、などで構成されていた。
原材料や技術の進化により、現在先進国において
はポリエステルで作られたボーンテープ、アクリル
もしくはポリエステルで作られたフランスボーンや
イギリスボーン、針金を主とした金属ボーン、そし
てワイヤーなどを骨組みに使用している。
服飾史から消えたフープやコルセットは、オマー
ジュとして時にパリコレなどで内蔵物としてではな
く、見せるデザインとしてコレクションシーンに登
場する。
6. 和竹による新たな骨組み
MARIE de TOITA の形成された新たなドレスの
骨組みの素材として、日本の代表的な樹木であり、
精神性と文化面をも合わせ持つ「竹」を選んだ。「竹」
は、凛々しく、生命力にあふれ、その色は「緑」で
ありながら、「青竹」と表現され、その緑色が黄色
に変色してゆき、煙で燻（イブ）されると、赤茶色
の光沢のある「煤竹（ススダケ）」となる。100 年
の時を経て生まれる、煤竹は工芸品や茶道具の材料
としても珍重されている。
1）和竹について
広くアジアに分布する「竹」と、日本の「竹」は、
その形状や材質は大きく異なる事が知られている。
また、その用途なども生活や文化の違いから異なる
役割を果たしてきた。
竹の伝統工芸家の作品には、目を見はる様な造形
があり、アメリカ人収集家ロイド・コッツェンの収
蔵品は、ことに有名である。今回、伝説の竹工芸品
にも畏敬の念を持ちながら、その大判の写真集に接
する機会を得た。その自由自在な曲線で、女性の体
を覆う事が出来ないかと、考察するに至った。
竹の表皮の堅さは、爪でキズが付けられない硬度
がある。エナメル質とも呼ばれる表面は、身を守る
表皮（服）に置き換えられないか、思考した。
服が本来の目的である、保温・遮熱・装飾に加え、
外敵からの防御を考えた時、竹ほどの適材は他にな
いと、直感した。
2）マテリアルについて
マーメイドドレス及びバッスルに使用する生地で
あるが、ドレス本体は、デザインとして骨組みの竹
を見せることを考えていたため生地二枚重ねの仕様
にした。ベース生地をモカベージュのシルクレーヨ
ン、そして上に重ねるオーガンジーは、一般的なオー
ガンジーより透明ガラスのように見えるクオリティ
開発を福井の SHINDO に依頼した。
さらに装飾も兼ねシルクの楊柳、モカ茶のオリジ
ナルブレードを使用した。
3）バンブードレスの製作過程
まず素材である竹の加工を、千葉県富津市に竹林
を所有しているアーティストの斎藤秀明氏に、そし
て素材である竹を使用したバンブードレスの製作、
縫製を一部アトリエ・ドラへ依頼した。ちなみにア
トリエ・ドラは、日本の商業演劇業界でドレス製作
のマイスターであり、日本の主要な舞台・オペラ・
ステージを手掛けてきた実績をもっている。
写真 5
写真 6
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具体的な製作過程であるが、デザイナーが、ドレ
スのデザインを考案しそれをデッサンでデザイン画
（写真 3）にまとめた。
次に平面であるデザイン画を立体にするための、
パターン（型紙）作成は、縫製を担当するアトリエ・
ドラが兼務し、バスト、ウエスト、ヒップ、スカー
トラインの曲線などを、使用する生地の特性やモデ
ルのサイズを考慮して型紙を製作した。
4）三種類の竹を使い分ける
今回、竹ドレスの材料として選択したのは、真竹
を染色加工して作られた「染スス竹」である。色は、
薄色と濃い色の2色を使用した。幅と厚みを調整し、
熱を加えて曲げ加工を施した。和風の材料を使用し
ながら、日本的になりすぎないように心がけた。
真竹を、加工（梳く）することにより厚みが違
う 3サイズの真竹を作り出し身体の各部位に使用し
た。最も薄い竹をコルセットに、次に薄い竹をマー
メイド部分に使用して、試作品を作ってみたところ、
身体の曲線を作るには限界があることに気づいた。
そこで、真竹の厚みの調整ではなく、それぞれを
種類の違う竹で対応してみた。竹のなかでも繊維が
細かい「篠竹」をコルセット部分に、繊維が太い「モ
ウソウ竹」をバッスル及び裾部分に、そして真竹は
それらがアジャストするマーメイド部分に使用する
ことで、竹が醸し出す表情が現れた。
7. バンブードレスの検証
「現代のデザインにコーディネイトできるバッス
ル、マーメイドスタイル」を標榜しながら、竹を骨
組みとして、工業製品には表現しがたい造形を試み
た。完成したバンブードレスを検証すると、歴史上
から消え去った下着としての造形物ではなく、また
近年のコレクションに登場する見せるための造形物
でもない、衣服と骨組みが一体化した斬新でオリジ
ナリティある造形物が出来上がった。ただしドレス
として着脱、フィット感など、今後への課題もあっ
戸板.indb   8 13/04/09   18:37
— 8 —
MARIE de TOITA のバンブードレス
— 9 —
た。
今回、トップとボトム部分がひと続きになったワ
ンピース・ドレスの形式でデザインしたが、着脱の
問題を解消するには、セパレーツ型も考えられる。
バストからウエストまで、ウエストからヒップ下
まで、ヒップ下から裾までの 3 パーツからなるデザ
インである。
また、骨組みとなる竹の間隔を狭め、縦ラインか
ら円形ラインに変化させる事も一つの試みとして、
服飾芸術の未来へ託したい。
8. おわりに
2012 年戸板女子短期大学は、110 周年を迎えた。
戸板の歴史は、服飾の近代史とかさなる。
筆者は、マーメイドラインを「着る人を選ぶ」ラ
インととらえ、「女らしさの象徴」と考える。現在
の日本のファッションシーンでは稀少であり、今の
女性たちは忘れがちなマーメイドライン、このライ
ンのセクシーさは、永遠に伝えなければならない。
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注釈
1） コルセット
 胸から腰にかけての体形、特に胴を美しくみせ
るための女性用下着
2） クリノリン
 スカートを丸く大きくふくらませるための下着
の枠、及びその目的で使われるアンダースカー
トのこと
3） 自社開発型
 ブランドスタッフとしてデザイナー、パタン
ナー、プロダクトコントローラーを雇用し、自
社で商品を開発する企業のこと
4） シーチング
 太番手の平織の綿生地のこと
5） トワール
 アパレル業界では、本製品を製作する前にシー
チングを使い作成する仮縫いの製品のこと
6） プロダクトコントローラー
 企業によっては、「生産管理」「製造」と呼ぶと
ころもある。自社縫製工場をもっているアパレ
ル企業は稀で、縫製に関してはアウトソーシン
グしている場合が多く、縫製工場と自社のパイ
プ役をつとめる
7） ペプラム
 主にレディースのトップスなどでウエストライ
ンから下のフレアーが入った部分をいう
写真
1） 舞台「故郷」での松井須磨子の写真、「牡丹刷毛」
より
2） 1580 年から 1600 年頃の鉄製コルセット、「身体
の夢」より
3） バンブードレスのデザイン画
4） 1870 年代のバッスル、「身体の夢」より
5） バンブードレスの骨組みとして使用した千葉県
富津の真竹
6） アトリエ・ドラでの商品チェック場面
7） 中央が今回製作した「バンブードレス」
 周りは、MARIE de TOITA の A ラインドレス
のバリエーション
参考文献
1） 身体の夢　VISION OF THE BODY FASHION 
OR INVISIBLE CORSET
 発行：京都服飾文化研究財団
 初版：1999 年 4 月 2 日
2） 「牡丹刷毛」松井須磨子著
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